
戦後 80年 ナルニア国企画 “文学に描かれた戦争を読む”  

～ブッククラブのご案内～ 
 

 2025 年は太平洋戦争終結から 80 年となります。日本はこの間、外国と直接戦争をすることはありませんでし

た。80 年間平和を享受したおかげで、社会は安定して発展してこられました。 

戦争を体験せずに生きてこられたことをただの幸運とせず、これからもずっと平和であり続けるために、まず

は過去の歴史から学ぶことが大切です。ナルニア国では物語に描かれた戦争を読み、登場人物の心に寄り添うこ

とで様々な時代・場所で起こった戦争について知る機会を持ちたいと考えています。その一つがブッククラブで

す。ここに紹介するものは、80 年前の戦争だけではなく、もっと新しい戦争を描いた作品もあります。皆さんの

知らなかった戦争もあるかもしれません。ぜひ何か一つでも心にかかる本が見つかれば嬉しいです。 

すぐれた子どもの本は世界を見る新しい眼を与えてくれる―物語の力を信じるナルニア国のスタッフが自信をもっ

ておススメする、私たちの未来を考えるための「戦争の本」です。 

 

“文学に描かれた戦争を読む”ブッククラブは…… 

 ・リンドグレーンの平和賞受賞スピーチ『暴力は絶対だめ！』は必ず入ります。 

 ・リストアップした 14 冊の本の中からお好きな作品をお選びください（2冊以上）。 

 ・ブッククラブをスタートする月と間隔（毎月／隔月）を選択できます。※毎回、月初めに発送 

 ・店頭受け取り／郵送をお選びいただけます。 

   ただし、どの本がいつ届くのかはお任せいただきます。到着まで楽しみにお待ちください！ 

 

●ブッククラブのラインナップ  ※内容は内面をご覧ください。 

●月の初めに 1 冊の本をお届けします 

⇒候補リスト（50音順）からどれでもお好きな本をお選びください。 

1．あらしの前・あらしのあと（2冊） 6．弟の戦争 11．父さんの手紙はぜんぶおぼえた 

2．ある晴れた夏の朝 7．過去への扉をあけろ 12．ヒットラーの娘 

3．アルメニアの少女 8．彼の名はヤン 13．ヒロシマ 消えたかぞくのあしあと 

4．アンナの戦争 9．13 枚のピンぼけ写真 14．瓶に入れた手紙 

5．ウクライナ わたしのことも思い出して 10．チャンス ブッククラブ必須『暴力は絶対だめ！』 

【基本送料】全国一律クロネコヤマトのネコポス（275 円）を使用します。 

※スタートする月と間隔（毎月／隔月）を選択できます。 

※店頭での取り置きもお受けします。 

※既にお持ちの本で変更をご希望の場合は、スタッフにご相談ください。 

 

 

★お支払い方法★ 

お申し込みいただきました方には、ブッククラブのご請求書（書籍代・送料含む一括払）をお送りいたします。 

お申し込みや、ご不明な点がありましたら下記までお電話ください。 

お問い合わせ：03－3563－0730（10 時～19 時） e-mail：narnia@kyobunkwan.co.jp（24 時間 OK！） 

 

 

 

mailto:narnia@kyobunkwan.co.jp


●ブッククラブをご希望の方は、下記にご記入の上ファックス・メール・店頭でご提出ください。 

① 申込者氏名（フリガナ）  

② ご請求先住所 

〒 

③ 電話番号  

④ お届け先住所 

※②と違う場合のみお書きください 

〒 

⑤ 開始月  2025 年   月からスタート （毎月／隔月）←いずれかに〇 

⑥ ブッククラブの本 

（ご希望の本に 

〇をしてください） 

※2冊以上 

1 あらしの前／あらしのあと 8 彼の名はヤン 

2 ある晴れた夏の朝 9 13 枚のピンぼけ写真 

3 アルメニアの少女 10 チャンス 

4 アンナの戦争 11 父さんの手紙はぜんぶおぼえた 

5 ウクライナ わたしのことも思い出して 12 ヒットラーの娘 

6 弟の戦争 13 ヒロシマ 消えたかぞくのあしあと 

7 過去への扉をあけろ 14 瓶に入れた手紙 

『暴力は絶対だめ！』は必須 ※すでにお持ちの方はお知らせください。 

⑦ その他のご希望  

E-mail：narnia@kyobunkwan.co.jp ／ Fax：03－3561－7350（教文館ナルニア国直通） 

ブッククラブ担当：川辺陽子（かわべあきこ） 

 

～平和はここから！ すべての大人に読んでほしいリンドグレーンのスピーチ～ 

             『暴力は絶対だめ！』 

              アストリッド・リンドグレーン著／石井登志子 訳／岩波書店 1320 円（税込） 

              【内容】 

「子どものしつけに暴力は不要」――『長くつ下のピッピ』を生んだ作家リンドグレーンは、1978 年 

にドイツ書店協会平和賞授賞式で力強く訴えた。その提言は世論を動かし、スウェーデンでは、世界 

ではじめて子どもへの体罰を禁止する法律を定めるきっかけにもなった。子どもとかかわる全ての人 

を希望へと導く名演説。（岩波書店ホームページより） 

 

 

 

 


